
２０１４年度 事業報告書 

未来創造室 室長 

  瀧川 寛人 

 

１． 事業内容 

（１） 青少年委員会事業内容に準ずる 

（２） 灯籠委員会事業内容に準ずる 

 

２．所感 

 本年度、青少年系と灯籠系の委員会を担当するにあたり、未来に繋がる室にしたいと考え、未

来創造室とつけさせていただきました。両委員会ともそれぞれのテーマをツールに子どもたちを

対象に出前授業も数多く行っていただきました。青少年委員会では、フェニックス花火を通じて、

長岡の震災を知らない世代や東北の学生にフェニックス花火の意義やこれまでの復興の経緯を伝

えてまいりました。灯籠委員会では、長岡市にとって忘れてはならない８月１日の長岡空襲や恒

久平和への願いを伝えてまいりました。この出前授業を通じて子どもたちに伝えるだけではなく、

委員会メンバーにとっても学びの機会となる大変有意義な事業だったと考えます。 

室長という立場にも関わらず、日本ＪＣ出向という都合で青少年委員会桑原委員長、灯籠委員

会難波委員長の両名には、満足に室長としての職務を全うできなかったかもしれません。両委員

長にお詫びを申すと共に、私に負担をかけまいと委員会運営をしっかりとしていただいた事に感

謝申し上げます。 

 最後に青年会議所にとって未来を創造していくことは最重要事項である事を両委員会メンバー

が実感できた一年であったなら幸いです。この職を与えていただいた佐田理事長、色々な面で支

えてくれたスタッフをはじめとする青年会議所メンバーに感謝し、事業報告と代えさせていただ

きます。一年間大変お世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


